
 時
代  

令
和
時
代 

平
成
時
代 

昭
和
時
代 

大
正
時
代 

明
治
時
代 

江
戸
時
代 

安
土
桃
山 

 

南
北
朝
・ 

室
町
時
代 

鎌
倉
時
代 

平
安
時
代 

飛
鳥
時
代 

奈
良
時
代 

古
墳
時
代 

縄
文
時
代 

旧
石
器 時

代 

今回紹介するのはこの時代 現在 

 

遠江
とおとうみ

国分寺
こ くぶ んじ

の跡
あと

地
ち

には、もう奈良
な ら

時
じ

代
だい

の建物
たてもの

は残
のこ

って

いません。しかし、地
ち

表
ひょう

や地
じ

面
めん

の下
した

にはかつての痕跡
こんせき

が今
いま

でも残
のこ

っています。 

およそ70年前
ねんまえ

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

で遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

が貴
き

重
ちょう

な遺
い

跡
せき

であることがわかると、国
くに

は遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

を国
くに

の特
とく

別
べつ

史
し

跡
せき

に指
し

定
てい

しました。 

特別
とくべつ

史
し

跡
せき

とは、日
に

本
ほん

の宝
たから

物
もの

と国
くに

に認
みと

められている大変
たいへん

貴
き

重
ちょう

な遺
い

跡
せき

のことです。みんなで遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

を大切
たいせつ

に

守
まも

っていきましょう。 
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第 1号 

こども 

 

①現
げん

地
ち

に行
い

くと何
なに

があるんだろう？ 

②建
たて

物
もの

は何
なに

に使
つか

われていたんだろう？ 

遠江国 

磐田市 

静岡県 

 

これらは、建物
たてもの

の屋
や

根
ね

にならべられて

いたものです。奈良
な ら

時
じ

代
だい

の人々
ひとびと

にとって、

瓦
かわら

を使
つか

った建
たて

物
もの

は珍
めずら

しいものでした。 

  

左
ひだり

の写
しゃ

真
しん

は、粘
ねん

土
ど

で作
つく

られた高
たか

さ約
やく

８㎝の仏
ぶつ

像
ぞう

の

頭
あたま

です。塔
とう

の跡
あと

地
ち

から発
はっ

見
けん

されたものの１つです。 

  

基
き

壇
だん

とは、建
たて

物
もの

の土
ど

台
だい

部
ぶ

分
ぶん

のことです。

奈良
な ら

時
じ

代
だい

には石
いし

や瓦
かわら

で土
ど

台
だい

を囲
かこ

むこと

が多
おお

いのですが、遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

では土
ど

台
だい

を

木
き

で囲
かこ

んでいたようです。 

 

木
もく

装
そう

基
き

壇
だん

 

 

塑
そ

像
ぞう

 

 

瓦
かわら

 

遠江国分寺金堂木装基壇 

 

遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

から 

 

遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

の場
ば

所
しょ

・広
ひろ

さ 

 

奈良
な ら

時
じ

代
だい

の、聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は当
とう

時
じ

の社
しゃ

会
かい

不
ふ

安
あん

（病
びょう

気
き

や争
あらそ

いなど）を仏
ぶっ

教
きょう

の力
ちから

で鎮
しず

めようと考
かんが

え、都
みやこ

のある奈良
な ら

に東
とう

大
だい

寺
じ

を建
た

て大
だい

仏
ぶつ

をつくらせました。そして、国
くに

ごとには国
こく

分
ぶん

寺
じ

を建
た

てるように指
し

示
じ

しま

した。そのひとつが「遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

」です。 

 遠江
とおとうみ

国
のくに

は、現
げん

在
ざい

の静
しず

岡
おか

県
けん

西
せい

部
ぶ

地
ち

域
いき

にあ

たります。当
とう

時
じ

その中
ちゅう

心
しん

地
ち

であった現
げん

在
ざい

の磐
いわ

田
た

市
し

に、遠江
とおとうみ

国
のくに

でもっとも重
じゅう

要
よう

な

お寺
てら

が建
た

てられました。 

 

磐
いわ

田
た

市
し

のホームページや中
ちゅう

央
おう

図
と

書
しょ

館
かん

の電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

で公
こう

開
かい

中
ちゅう

のパンフレットなどで詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

しています。埋
まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

センターで

は遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

出
しゅつ

土
ど

遺
い

物
ぶつ

なども展
てん

示
じ

中
ちゅう

！ 

 

遠江
とおとうみ

国
こ く

分
ぶ ん

寺
じ

 

今回のテーマ 

 

遠江
とおとうみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

とは 

 

見
み

つかったもの 

 

調
しら

べてみよう 

塔 

金堂 

回廊 

南大門 

中門 

遠江 
国分寺 

 
東西 
172ｍ 
  

南北 
259ｍ 
 

25ｍプール、 

約 142 倍の広さ（※） 
（※）25ｍプールを一般的なサイズ 

 25ｍ×約12.5ｍとした場合 文化財課イメージキャラクターともちゃん 

令和 7年 10 月 25 日（土）には 

遠江国分寺跡で、国分寺まつりが

開催されるよ。 

 文化財課テントで本物の瓦を 

  さわれます！ 

なんぼく 

とうざい 

令和７年 10月発行 


